
ニコチン依存症の喫煙者は、毎日何回もタバコ

を吸う時間が必要です。そんな人たちは仕事中

でもニコチン切れによるストレスを我慢できず、作

業場を離れ喫煙場所に「タバコ休憩」を取りに行く

ことになります。仮に１回１０分のタバコ休憩を５回

とる人がいて、その人の時給が２０００円だとすると

左下図のように毎日１６５０円分の賃金が消えてい

る計算になります。 

 

時給２０００円の人が１日８時間働いた場合の日

給は１６０００円なので、その１割がタバコ休憩代にな

っているわけです。もし、この事業所にそんな喫煙者

が１０人いたとしたら、全体で毎日１６５００円がタバコ

休憩に費やされている計算になり、これは一人分の

賃金に相当します。 

 

いかがでしょうか。就業時間中の喫煙時間が多くな

れば、こんな損失が発生してしまいます。これは経営

する側からみれば好ましくない状況です。だから近年、

下表に示すような従業員や社員の喫煙を減らす取り

組みを行う企業は増加しています。 

「就業時間中の喫煙禁止」、「喫煙者は採用しな

い」、「禁煙治療に補助金を出す」などの取り組みが

紹介されています。 

 

タバコは喫煙者の健康を損なうだけで

はなく、企業や事業所の経営状態にも悪

影響を与えます。そんな認識が社会全体

に広がりつつある現代は、タバコを手にす

る時代ではなくなってきています。 
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